
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二

○
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

○
福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

○
犬
に
よ
る
危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

○
福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

○
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

○
福
島
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

八

○
福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
施
行
規
則

八

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
二

○
福
島
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
二

訓

令

○
職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
三

○
福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
三

○
特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
訓
令

一
四

○
職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
四

○
福
島
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
五

○
福
島
県
公
文
例
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

一
五

告

示

○
出
納
員
を
し
て
当
該
出
納
員
が
会
計
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
事
務
の
一
部

を
出
納
員
以
外
の
会
計
職
員
に
委
任
さ
せ
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
五

規

則

福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
文
書
等
管

理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
犬
に
よ
る
危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
、
福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
、
福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
施
行
規
則
、
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
及
び
福
島
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
十
八
号

福
島
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
二
条
第
二
項
中
「
第
三
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
三
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
中
「
年
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
年
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

第
二
百
七
十
四
条
の
十
一
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

「
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所

「
福
島
県
衛

別
表
第
一
中
「
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
」
を

に
、

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」

福
島
県
環

生
研
究
所

「
福
島
県
立
小
高
商
業
高
等
学
校

を
「
福
島
県
衛
生
研
究
所
」
に
、

を
「
福
島
県

境
医
学
研
究
所
」

福
島
県
立
小
高
工
業
高
等
学
校
」

立
小
高
産
業
技
術
高
等
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
盲
学
校
」
を
「
福
島
県
立
視
覚
支
援
学
校
」
に
、
「
福

島
県
立
聾
学
校
」
を
「
福
島
県
立
聴
覚
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
聾
学
校
平
分
校
」
を
「
福
島
県

ろ
う

ろ
う

立
聴
覚
支
援
学
校
平
校
」
に
、
「
福
島
県
立
大
笹
生
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
大
笹
生
支
援
学
校
」

に
、
「
福
島
県
立
郡
山
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
郡
山
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
あ
ぶ
く
ま
養

護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
あ
ぶ
く
ま
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
須
賀
川
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県

立
須
賀
川
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
西
郷
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
西
郷
支
援
学
校
」
に
、
「
福

「
福
島
県
立
石
川
支
援
学
校

島
県
立
石
川
養
護
学
校
」
を

に
、
「
福
島
県
立
会
津
養
護
学
校
」
を

福
島
県
立
た
む
ら
支
援
学
校
」

「
福
島
県
立
会
津
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
猪
苗
代
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
猪
苗
代
支
援
学

校
」
に
、
「
福
島
県
立
平
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
平
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
い
わ
き
養
護

学
校
」
を
「
福
島
県
立
い
わ
き
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
富
岡
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
富
岡

支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
立
相
馬
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
相
馬
支
援
学
校
」
に
、
「
福
島
県
養

護
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
島
県
特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

「
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務

別
表
第
二
中
「
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所
い
わ
き
出
張
所
」
を

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

所
い
わ
き
出
張
所

会
津
支
所

に
改
め
る
。

相
双
支
所

」

───────────────────────────────────────────────────────────
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「

「

六
十
四

自
然
標
本
類

別
表
第
五
の
一
の
部
十
五
の
項
中

六
十
四

自
然
標
本
類

を
」

六
十
五

震
災
遺
産
類

」

に
改
め
、
同
部
十
六
の
項
中
「
六
十
五
」
を
「
六
十
六
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
の
表
総
務
部
の
項
中
「
文
書
法
務
課
の
う
ち
知
事
が
指
定
す
る
者
の
職

現
金
取
扱
員
」

を
「
文
書
法
務
課
の
う
ち
知
事
が
指
定
す
る
者
の
職

現
金
出
納
員
」
に
改
め
、
同
表
企
画
調
整
部
の

項
中
「
物
品
取
扱
員
」
を
「
現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取
扱
員
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
の
表
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
の
項
か
ら
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
の
項
ま
で
の
規
定
中

「
現
金
取
扱
員
」
を
「
現
金
出
納
員
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
の
項
中
「
現
金
取

扱
員
及
び
物
品
出
納
員
」
を
「
現
金
出
納
員
及
び
物
品
出
納
員
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
食
肉
衛
生
検

査
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

次
長

現
金
取
扱
員
及
び
物
品
出
納
員

別
表
第
七
の
表
福
島
県
福
島
学
園
の
項
中
「
物
品
出
納
員
」
を
「
現
金
取
扱
員
及
び
物
品
出
納
員
」

に
改
め
、
同
表
福
島
県
環
境
医
学
研
究
所
の
項
を
削
り
、
同
表
福
島
県
立
小
高
商
業
高
等
学
校
の
項
及

び
福
島
県
立
小
高
工
業
高
等
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
立
小
高
産
業
技
術
高
等
学
校

事
務
長

現
金
出
納
員
及
び
物
品
出
納
員

別
表
第
七
の
表
福
島
県
立
盲
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
盲
学
校
」
を
「
福
島
県
立
視
覚
支
援
学
校
」

に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
聾
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
聾
学
校
」
を
「
福
島
県
立
聴
覚
支
援
学
校
」
に

ろ
う

ろ
う

改
め
、
同
表
福
島
県
立
聾
学
校
平
分
校
の
項
中
「
福
島
県
立
聾
学
校
平
分
校
」
を
「
福
島
県
立
聴
覚
支

ろ
う

ろ
う

援
学
校
平
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
大
笹
生
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
大
笹
生
養
護
学
校
」

を
「
福
島
県
立
大
笹
生
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
郡
山
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
郡

山
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
郡
山
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校
の
項

中
「
福
島
県
立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
あ
ぶ
く
ま
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県

立
須
賀
川
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
須
賀
川
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
須
賀
川
支
援
学
校
」
に

改
め
、
同
表
福
島
県
立
西
郷
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
西
郷
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
西
郷
支

援
学
校
」
に
改
め
、
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
石
川
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立

石
川
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
立
た
む
ら
支
援
学
校

事
務
長

現
金
出
納
員
及
び
物
品
出
納
員

別
表
第
七
の
表
福
島
県
立
会
津
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
会
津
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
会

津
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
猪
苗
代
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
猪
苗
代
養
護
学
校
」

を
「
福
島
県
立
猪
苗
代
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
平
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
平
養

護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
平
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
い
わ
き
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島

県
立
い
わ
き
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
い
わ
き
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立
富
岡
養
護
学

校
の
項
中
「
福
島
県
立
富
岡
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
富
岡
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
立

相
馬
養
護
学
校
の
項
中
「
福
島
県
立
相
馬
養
護
学
校
」
を
「
福
島
県
立
相
馬
支
援
学
校
」
に
改
め
、
同

表
福
島
県
養
護
教
育
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
福
島
県
養
護
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
島
県
特
別
支
援
教
育

セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

別
表
第
八
の
表
福
島
県
相
双
保
健
福
祉
事
務
所
い
わ
き
出
張
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所

支
所
長

現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取
扱
員

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
相
双
支
所

支
所
長

現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取
扱
員

別
表
第
八
の
表
福
島
県
立
あ
ぶ
く
ま
養
護
学
校
安
積
分
校
の
項
か
ら
福
島
県
立
い
わ
き
養
護
学
校
く

ぼ
た
校
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
立
須
賀
川
支
援
学
校
医
大
校

分
校
長

物
品
取
扱
員

福
島
県
立
須
賀
川
支
援
学
校
郡
山
校

分
校
長

物
品
取
扱
員

福
島
県
立
石
川
支
援
学
校
た
ま
か
わ
校

分
校
長

物
品
取
扱
員

福
島
県
立
会
津
支
援
学
校
竹
田
校

分
校
長

物
品
取
扱
員

福
島
県
立
い
わ
き
支
援
学
校
く
ぼ
た
校

分
校
長

現
金
取
扱
員
及
び
物
品
取
扱
員

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
入
札
監
理
課
）

福
島
県
規
則
第
十
九
号

福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
財
務
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
七
章

県
立
高
等
学
校
の
物
品
売
払
代
金
収
入
（
第
七
十
九
条
―
第
八
十
一
条
）
」

「
第
十
七
章

県
立
高
等
学
校
の
物
品
売
払
代
金
収
入
（
第
七
十
九
条
―
第
八
十
一
条
）

を

第
十
八
章

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
収
入
（
第
八
十
二
条
―
第
八
十

条

四

に
改
め
る
。

」第
一
条
中
「
並
び
に
県
立
高
等
学
校
」
を
「
、
県
立
高
等
学
校
」
に
改
め
、
「
場
合
に
限
る
。
以
下

同
じ
。
）
」
の
下
に
「
並
び
に
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
の
う
ち
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
（
平

成
四
年
福
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
管
理
施
設
（
こ
れ
に
附
属
す
る

設
備
を
含
む
。
）
（
以
下
「
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
」
と
い
う
。
）
の
使
用
料
収
入
」

を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
三
条
並
び
に
第
五
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二

項
中
「
調
定
簿
」
の
下
に
「
（
第
五
号
様
式
の
二
）
」
を
加
え
る
。

第
十
七
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
十
八
章

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
収
入

（
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
収
入
の
調
定
）

第
八
十
二
条

受
託
者
（
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ハ
イ
テ
ク
プ

ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
同
じ
。
）
は
、
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
収
入
に
係
る
歳
入
を
収

入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
調
定
簿
（
第
五
様
式
の
二
）
に
よ
り
調
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
入
の
通
知
）

第
八
十
三
条

受
託
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
調
定
を
し
た
と
き
は
、
納
入
義
務
者
に
対
し
納
入
通
───────────────────────────────────────────────────────────
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知
書
（
第
六
号
様
式
に
準
ず
る
。
）
に
よ
り
納
入
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
収
入
権
者
の
調
定
に
つ
い
て
の
準
用)

第
八
十
四
条

第
二
十
七
条
の
二
の
規
定
は
、
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
収

入
に
係
る
収
入
権
者
の
調
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
勤
労
身
障
者

体
育
館
の
使
用
料
」
と
あ
る
の
は
、
「
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
者
管
理
施
設
の
使
用
料
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
号
様
式
の
二
中
「第

48条
第
53条

」
を
「第

43条
第
53条

第
82条

」
に
改
め
る
。

、
、

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
入
札
監
理
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
号

福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
福
島
県
規
則
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
中
「
（第

３
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
条
関
係

）
」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
三
）
中

「0.48

「

「0.2

「

「0.7

「

を

に
、

を

に
、

を

に
改
め
、
同
様
式
（
そ

100

」

100

」

100

」

100

」

100

」

100

」

の
六
）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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「0.48

「

「0.2

「

様
式
第
一
号
付
表
二
及
び
付
表
二
の
二
中

を

に
、

を

に
、

100

」

100

」

100

」

100

」

「0.7

「を

に
改
め
る
。

100
」

100

」

様
式
第
二
号
中
「
（第

３
条
関
係

）
」
を
「
（第

２
条
関
係

）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
一
号
の
改
正
規
定

（
（
そ
の
六
）
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
様
式
第
二
号
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
税

務

課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
一
号

福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
文
書
等
管
理
規
則
（
平
成
十
二
年
福
島
県
規
則
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
当
初
に
」
を
削
る
。

別
表
第
二
保
健
福
祉
部
の
項
中
「
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
（
食
検
）
」
を
「
福
島
県
食
肉
衛
生
検

査
所
（
食
検
）

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
動
愛
）

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所
（
動

愛
会
）

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
相
双
支
所
（
動
愛
相
）
」
に
、
「
福
島
県
衛
生
研
究
所
会
津
支

所
（
衛
研
会
）

福
島
県
環
境
医
学
研
究
所
（
環
医
研
）
」
を
「
福
島
県
衛
生
研
究
所
会
津
支
所
（
衛

研
会
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
文
書
法
務
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
二
号

犬
に
よ
る
危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

犬
に
よ
る
危
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
福
島
県
規
則
第
百
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
保
健
所
」
を
「
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所

又
は
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
相
双
支
所
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
四
項
及
び
第
八
条
中
「
保
健
所
長
」
を
「
セ
ン
タ
ー
等
の
長
」
に
、
「
保
健
所
の
」
を
「
セ

ン
タ
ー
等
の
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
保
健
所
長
」
を
「
セ
ン
タ
ー
等
の
長
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
飼
犬
が
危
害
を
与
え
た
場
合
に
届
出
等
を
行
う
機
関
）

第
十
条

条
例
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
機
関
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区

域
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
機
関
と
す
る
。

事
実
が
発
生
し
た
区
域

届
出
等
を
行
う
機
関

福
島
市

白
河
市

須
賀
川
市

二
本
松
市

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

田
村
市

伊
達
市

本
宮
市

伊
達
郡

安
達
郡

岩
瀬
郡

西
白
河
郡

東
白
川
郡

石
川
郡

田
村
郡

会
津
若
松
市

喜
多
方
市

耶
麻
郡

河
沼

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所

郡

大
沼
郡

南
会
津
郡

相
馬
市

南
相
馬
市

双
葉
郡

相
馬
郡

福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
相
双
支
所

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
食
品
生
活
衛
生
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
三
号

福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
福
島
県
規
則
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
保
健
所
」
を
「
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
福
島
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所
及
び
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
相
双
支
所
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
等
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
保
健
所
の
職
員
」
を
「
セ
ン
タ
ー
等
の
職
員
（
福
島
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
会
津
支
所
及
び
福
島
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
相
双
支
所
に
お
い
て
は
、
当
該
支
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健
所
の
職
員
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
食
品
生
活
衛
生
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
四
号

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
福
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
１
の
表
中
「
一
一
、
〇
一
〇
円
」
を
「
一
五
、
五
三
〇
円
」
に
改
め
、
⒄
を
⒅
と

し
、
⒃
を
⒄
と
し
、
⒂
を
⒃
と
し
、
⒁
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒂

切
削
振
動
解
析
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
ｕ
ｔ
Ｐ
ｒ
ｏ
）

一
時
間

一
、
五
〇
〇
円

別
表
第
二
の
一
の
２
の
表
中

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（41）

（ ）

（40）

（ ）

（ ）
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自
動
研
磨
装
置
（
エ
コ
メ
ッ
ト
３
０
０
＋
オ
ー
ト
メ
ッ
ト

一
時
間

一
、
四
二
〇
円

（ ）
３
０
０
）

「

別
表
第
二
の
二
の
１
の
表
中

⑺

万
能
試
験
機
（
Ａ
Ｇ－

１
０
０
ｋ
Ｎ
Ｘ
）

「

一
時
間

一
、
六
九
〇
円

を

⑺

万
能
試
験
機
（
Ｕ
Ｈ－

Ｆ
１
０
０
０
ｋ
Ｎ
Ｘ
）

」

一
時
間

五
、
〇
五
〇
円

に
改
め
、

を

と
し
、
⒀
か
ら

ま
で
を
⒁
か
ら

ま
で
に

（29）

（30）

（28）

（29）

」

改
め
、
⑿
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒀

回
転
型
粘
度
計
（
Ｍ
Ｃ
Ｒ－

３
０
２
）

一
時
間

二
、
五
五
〇
円

別
表
第
二
の
二
の
２
の
表
中

を

と
し
、

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（ ）

（ ）

（ ）

非
接
触
３
Ｄ
測
定
シ
ス
テ
ム
（
ｚ
Ｓ
ｎ
ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｐ

一
時
間

一
、
四
〇
〇
円

（ ）
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
）

別
表
第
二
の
二
の
２
の
表
中

を

と
し
、
⒅
か
ら
⒇
ま
で
を

か
ら

ま
で
に
改
め
、
⒄
の
次
に

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒅

非
破
壊
構
造
解
析
装
置
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ－

３
１
３

一
時
間

七
、
九
五
〇
円

０
２
μ
Ｃ
３
）

⒆

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
検
査
装
置
（
Ｓ
Ｍ
Ｘ－

１
０

一
時
間

三
、
五
六
〇
円

０
０
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
）

⒇

エ
ッ
ク
ス
線
透
過
画
像
装
置
（
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｉ－

Ｎ
Ｘ－

０

一
時
間

一
、
五
〇
〇
円

６
Ｓ
Ｎ
）

別
表
第
二
の
二
の
３
の
表
中

を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
に
改
め

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

る
。

「

⒀

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
カ
ス
Ｘ
線
検
査
装
置
（
Ｓ
Ｍ
Ｘ－

１
０

０
０

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
）

⒁

非
破
壊
構
造
解
析
装
置
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ－

３
１
３

別
表
第
二
の
二
の
５
の
表
中

０
２
μ
Ｃ
３
）

⒂

エ
ッ
ク
ス
線
透
過
画
像
装
置
（
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｘ－

０

６
Ｓ
Ｎ
）

一
時
間

三
、
五
六
〇
円

「

⒀

三
次
元
空
間
電
磁
界
可
視
化
シ
ス
テ
ム
（
Ｗ
Ｍ
９
５
０

一
時
間

七
、
五
〇
〇
円

α
Ｌ
Ｔ
）

を

⒁

高
調
波
・
フ
リ
ッ
カ
測
定
器
（
Ｗ
Ｔ
３
０
０
０
Ｅ
）

一
時
間

一
、
五
〇
〇
円

⒂

磁
界
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
器
（
Ｍ
Ｓ
１
０
０
Ｎ
）

」

０

一
時
間

四
、
三
一
〇
円

に
改
め
る
。

一
時
間

一
、
五
五
〇
円

一
時
間

一
、
一
四
〇
円

」

「

「

一
、
九
六
〇
円

五
、
七
六
〇
円

別
表
第
三
の
一
の
表
中

を

に
改
め
る
。

一
、
九
六
〇
円

一
、
九
六
〇
円

」

」

別
表
第
三
の
二
の
７
の
表
を
別
表
第
三
の
二
の
８
の
表
と
し
、
別
表
第
三
の
二
の
６
の
表
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

７

粘
弾
性
特
性

種

別

単

位

金

額

粘
弾
性
試
験

一
試
料
一

一
一
、
〇
四
〇
円

測
定

「

⑵

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム

一
試
料
一
測
定

一
六
、
六
一
〇

別
表
第
三
の
三
の
表
中

に
よ
る
観
察

「

⑵

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム

一
試
料
一
測
定

一
六
、
六
一
〇
円

円

を

に
よ
る
観
察

に
改
め
、

⑶

透
視
観
察

一
試
料
写
真
一
枚

三
、
五
四
〇
円

」

」

同
表
備
考
を
削
る
。
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「

⑶

別
表
第
三
の
六
の
表
中
ア
を
削
り
、
「
イ

耐
候
性
試
験
」
を
「
ア

耐
候
性
試
験
」
に
、

⑷

耐
光
試
験

一
試
料
二
四
時
間

一
一
、
一
一
〇
円

ま
で

「

同
一
試
料
二
四
時

九
、
二
六
〇
円

⑶

ガ
ス
試
験

間
増
す
ご
と

を

ガ
ス
試
験

一
試
料
二
四
時
間

八
、
八
五
〇
円

ま
で

同
一
試
料
二
四
時

六
、
三
八
〇
円

間
増
す
ご
と

」

一
試
料
二
四
時
間

八
、
八
五
〇
円

ま
で

に
改
め
る
。

同
一
試
料
二
四
時

六
、
三
八
〇
円

間
増
す
ご
と

」

「

別
表
第
三
の
九
の
表
中

⑶

食
物
繊
維

一
試
料
一
測
定

一
六
、
六
二
〇

「

⑶

食
物
繊
維

一
試
料
一
測
定

一
六
、
六
二
〇
円

円

を

⑷

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
分
析

一
試
料
同
一
分
析

一
七
、
九
七
〇
円

に
改
め

」

条
件

」

る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
規
定
は
、
こ
の

規
則
の
施
行
の
日
以
後
の
使
用
の
期
間
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に

係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
産
業
創
出
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
五
号

福
島
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
農
業
共
済
組
合
検
査
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
福
島
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
の
業
務
又
は
会
計
の
状
況
に
つ
い
て
」
を
「
に
対
し
て
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
着
手
し
た
日
」
の
下
に
「
の
前
業
務
日
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を

加
え
る
。

た
だ
し
、
検
査
に
着
手
し
た
日
の
前
業
務
日
に
残
高
試
算
表
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

検
査
に
着
手
し
た
日
の
直
近
の
残
高
試
算
表
が
作
成
さ
れ
た
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
農
業
共
済
組
合
の
支
所
、
出
張
所
等
の
出
先
機
関
を
検
査
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
五
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

検
査
に
当
た
つ
て
は
、
検
査
員
の
中
か
ら
一
人
を
当
該
検
査
の
責
任
者
（
以
下
「
検
査
責
任
者
」

と
い
う
。
）
と
し
て
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
中
「
主
た
る
事
務
所
」
を
「
事
務
所
、
倉
庫
、
事
業
場
そ
の
他
農
業
共
済
組
合
の
業
務
に
直

接
又
は
間
接
に
関
係
の
あ
る
場
所
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
四
項
中
「
第
二
項
の
検
査
書
の
写
し
」
を
「
当
該
検
査
の
結
果
の
概
要
」
に
改
め
、
同

条
を
第
十
三
条
と
す
る
。

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
検
査
員
」
を
「
検
査
責
任
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
関
係
者
と
の
照
査
）

第
九
条

検
査
員
は
、
検
査
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
組
合
員
、
加
入
者
、
取
引
先
、

退
任
し
た
役
員
、
退
職
し
た
職
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
個
人
情
報
の
保
護
等
に
十
分
に
配
慮

し
た
上
で
、
任
意
の
説
明
、
答
弁
又
は
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
農
業
経
済
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
六
号

福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
福
島
県
流
域
下
水
道
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
号
。
以
下
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「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
占
用
許
可
の
対
象
事
業
）

第
二
条

条
例
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
太
陽
光
発
電
事
業
、
小
水
力
発
電

事
業
、
下
水
熱
利
用
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
事
業
そ
の
他
県
が
推
進
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
施
策
に
合
致
し
、
知
事
が
認
め
る
事
業
と
す
る
。

（
占
用
許
可
の
手
続
）

第
三
条

条
例
第
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
流
域
下
水
道
占
用
許
可
申
請
書
（
様

式
第
一
号
）
を
正
副
二
部
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
占
用
許
可
を
す
る
と
き
は
占
用
許
可
書
（
様

式
第
二
号
）
を
、
占
用
許
可
を
し
な
い
と
き
は
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
文
書
を
当
該
占
用
許
可
を
申

請
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
占
用
許
可
の
対
象
用
地
）

第
四
条

占
用
の
許
可
に
当
た
っ
て
は
、
流
域
下
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
等
に
支
障
の
な
い
場

所
に
つ
い
て
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。

（
占
用
料
の
徴
収
）

第
五
条

占
用
料
は
、
当
該
占
用
の
許
可
を
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
占
用
の

期
間
が
二
年
度
以
上
に
わ
た
る
と
き
は
、
次
年
度
分
以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
度
当
初
か
ら
一
月
以

内
に
徴
収
す
る
。

２

占
用
料
の
額
は
、
当
該
占
用
の
許
可
を
し
た
面
積
又
は
長
さ
を
単
位
と
し
て
計
算
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
占
用
す
る
面
積
に
一
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
平
方
メ
ー

ト
ル
と
し
て
、
占
用
す
る
長
さ
に
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
メ
ー
ト
ル
と

し
て
計
算
す
る
。

３

条
例
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
目
的
で
占
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
占
用
料
基
礎
額
は
年
額
と
し
、

占
用
の
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
と
き
又
は
そ
の
期
間
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
月
割
を

も
っ
て
計
算
し
、
な
お
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
月
と
し
て
計
算
す
る
。

４

条
例
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
目
的
で
占
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
占
用
の
期
間
に
一
日
未
満
の

端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
日
と
し
て
計
算
す
る
。

（
占
用
料
の
徴
収
対
象
期
間
）

第
六
条

占
用
料
の
徴
収
対
象
期
間
は
、
占
用
の
期
間
と
し
、
工
事
の
期
間
も
徴
収
対
象
に
含
め
る
も

の
と
す
る
。

（
占
用
料
の
免
除
）

第
七
条

条
例
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
目
的
で
占
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体

が
自
ら
行
う
と
き
は
、
占
用
料
の
全
部
を
免
除
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
下
水
道
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
七
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
守
山
団
地
の
項
中
「
福
島
県
営
守
山
団
地
」
を
「
福
島
県
営
守
山
駅

西
団
地
」
に
改
め
、
同
表
福
島
県
営
栄
田
団
地
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
住
宅
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
八
号

福
島
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

福
島
県
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
八
年
福
島

県
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
の
申
請
に
必
要
と
す
る
図
書
）

第
七
条

省
令
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
同
条
に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
証

す
る
書
面
の
交
付
の
申
請
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
に
係
る
計
算
に
よ
り
、
消
費
性
能
基

準
に
適
合
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
変
更
（
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

確
保
計
画
の
根
本
的
な
変
更
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
に
必
要
と
す
る
図
書
は
、
知
事
が
別
に
定
め

る
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
申
請
書
の
正
本
及
び
副
本
に
省
令
第
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
図
書
を
添
え
た
も
の
並
び
に
当
該
計
画
の
変
更
に
係
る
直
前
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

適
合
性
判
定
に
要
し
た
書
類
（
変
更
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
一
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
一
条
第

一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
一
条
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
二
号
」

に
、
「
品
確
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
（
以
下
単
に
「
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
と
い
う
。
）
」
を
「
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
一
条
第
三

号
」
を
「
第
二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
条
第
二

項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
適
合
に
」
を
「
適
合
」
に
改
め
、
同
条

第
六
号
中
「
等
級
五
に
適
合
に
」
を
「
等
級
四
又
は
等
級
五
に
適
合
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
届
出
に
不
要
と
認
め
る
図
書
）

第
四
条

省
令
第
十
二
条
第
三
項
の
所
管
行
政
庁
が
不
要
と
認
め
る
図
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
条
第
一
号
に
規
定
す
る
設
計
住
宅
性
能
評
価
書
の
写
し
を
添
え
た
場
合

品
確
法
第
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
（
以
下
単
に
「
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
」
と
い

う
。
）
が
表
示
基
準
別
表
一
に
規
定
す
る
断
熱
等
性
能
等
級
の
等
級
四
に
適
合
し
、
及
び
同
表
に

規
定
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
等
級
の
等
級
四
又
は
等
級
五
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
に
必
要
と
し
た
図
書

二

第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
性
能
表
示
評
価
書
の
写
し
を
添
え
た
場
合

住
宅
性
能
評
価
・
表

示
協
会
の
登
録
を
受
け
た
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
に
係
る
評
価
機
関
が
性
能
表
示
評
価

書
に
お
い
て
証
す
る
性
能
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
と
し
た
図
書

第
一
条
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年

国
土
交
通
省
令
第
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
」
を
「
省
令
第
二
十
三
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
住
宅

の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以
下
「
品
確
法
」
と
い

う
。
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
住
宅
性
能
評
価
書
（
以
下
単
に
「
設
計
住
宅
性
能
評
価
書
」
と
い

う
。
）
」
を
「
設
計
住
宅
性
能
評
価
書
」
に
、
「
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通

省
告
示
第
千
三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
表
示
基
準
」
と
い
う
。
）
」
を
「
表
示
基
準
」
に
改
め
、
同
条

を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
届
出
に
必
要
と
認
め
る
図
書
）

第
一
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土

交
通
省
令
第
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
所
管
行
政
庁
が
必
要
と
認
め

る
図
書
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。

一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
建
築
物
（
以
下
「
届
出

建
築
物
」
と
い
う
。
）
が
、
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

八
十
一
号
。
以
下
「
品
確
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
計
住
宅
性
能
評
価
書

（
以
下
単
に
「
設
計
住
宅
性
能
評
価
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
（
平
成

十
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
表
示
基
準
」
と
い
う
。
）
別
表
一
に
規

定
す
る
断
熱
等
性
能
等
級
の
等
級
四
に
適
合
し
、
及
び
同
表
に
規
定
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
等
級
の
等
級
四
又
は
等
級
五
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
（
戸
建
て
住
宅
に
限
る
。
）

そ
の
旨
を
証
す
る
設
計
住
宅
性
能
評
価
書
の
写
し

二

届
出
建
築
物
が
、
一
般
社
団
法
人
住
宅
性
能
評
価
・
表
示
協
会
（
以
下
単
に
「
住
宅
性
能
評
価
・

表
示
協
会
」
と
い
う
。
）
が
運
用
す
る
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
表
示
制
度
に
基
づ
く
評
価
書

（
以
下
「
性
能
表
示
評
価
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
（
以
下
単
に
「
消
費
性
能
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合

性
能
表
示
評
価
書
の
写
し

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
建
築
指
導
課
）

訓

令

福
島
県
訓
令
第
四
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
の
駐
在
及
び
駐
在
員
の
服
務
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
福
島
県
訓
令
第
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
福
島
県
楢
葉
原
子
力
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
再

双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
山
田
岡
字

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
再
整
備
に
関
す

整
備
に
関
す
る
業
務

美
シ
森
八
番
地
五
七

る
こ
と
。

に
従
事
す
る
職
員

別
表
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
警
戒

区
域
、
計
画
的
避
難
区
域
又
は
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
（
以
下
「
警
戒
区
域
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の

区
域
内
に
設
定
さ
れ
た
市
町
村
の
帰
還
及
び
復
興
の
支
援
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
中
「
郡

山
市
大
槻
町
字
西
ノ
宮
四
八
番
地
五
」
を
「
双
葉
郡
富
岡
町
大
字
本
岡
字
王
塚
六
二
二
番
地
の
一
」
に
、

「
二
本
松
市
北
ト
ロ
ミ
五
七
三
番
地
」
を
「
双
葉
郡
浪
江
町
大
字
幾
世
橋
字
六
反
田
七
番
地
の
二
」
に

改
め
、
同
表
県
民
健
康
調
査
に
係
る
調
査
の
実
施
の
企
画
及
び
関
係
機
関
と
の
調
整
に
関
す
る
業
務
に

従
事
す
る
職
員
の
項
を
削
り
、
同
表
東
北
地
域
連
携
に
よ
る
広
域
観
光
の
推
進
に
関
す
る
業
務
に
従
事

す
る
職
員
の
項
中
「
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
二
丁
目
九
番
十
号
」
を
「
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一

番
町
二
丁
目
二
番
一
三
号
」
に
、
「
東
北
観
光
推
進
機
構
」
を
「
一
般
社
団
法
人
東
北
観
光
推
進
機
構
」

に
改
め
、
同
表
鶏
の
飼
養
管
理
並
び
に
養
鶏
施
設
等
の
維
持
管
理
及
び
移
転
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す

る
職
員
の
項
を
削
り
、
同
表
沿
岸
漁
業
の
改
良
普
及
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
項
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
九
回
全
国
植
樹

南
相
馬
市
原
町
区
錦
町
一
丁
目

第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
の
式
典
会

祭
に
関
す
る
業
務
に

三
〇
番
地
（
福
島
県
相
双
農
林

場
の
整
備
及
び
式
典
運
営
に
関
す
る

従
事
す
る
職
員

事
務
所
）

こ
と
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
経
営
課
）

福
島
県
訓
令
第
五
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
福
島
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
第
三
条
第
四
号
」
を
「
第
三
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
第
八
条
第
五
号
」
を
「
第
八
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

「

「

第
五
号
様
式
の
四
（
表
面
）
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に

」

」

改
め
る
。

「

「

第
十
七
号
様
式
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
改
め
、
同
様
式
備

」

」

考
２
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
、
「又

は
官
公
署

」
を
「

官
公
署

」
に
改
め
る
。

、

「

「

第
十
七
号
様
式
の
二
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
改
め
、
同
様

」

」

式
備
考
２
中
「戸

籍
抄
本

」
を
「氏

名
請
求
者
と
の
続
柄
等
及
び
生
年
月
日
を
証
明
す
る
書
類

（戸
、

籍
抄
本
医
師
又
は
助
産
師
が
発
行
す
る
出
生

（産

）証
明
書
母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届
済
証
明
書

、
、

、
官
公
署
が
発
行
す
る
出
生
届
受
理
証
明
書
等

）
」
に
改
め
る
。

「

「

第
十
七
号
様
式
の
三
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
改

」

」

め
る
。

「エ
子
と
離

「

「

オ
子
と
同

第
十
八
号
様
式
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
、

カ
負
傷
等

」

」

キ
託
児
で

ク
そ
の
他

「エ
子
と
離
縁
し
た

オ
養
子
縁
組
が
取
り
消
さ
れ
た
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（養
子
縁
組
を
取
消

）し
た

カ
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た

居
し
な
く
な
つ
た

キ
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
里
親
へ
の

に
よ
り
養
育
で
き
な
く
な
つ
た

を

さ
れ
た

き
る
よ
う
に
な
つ
た

ク
子
と
同
居
し
な
く
な
つ
た

（

）
」

ケ
負
傷
等
に
よ
り
養
育
で
き
な
く
な
つ
た

コ
託
児
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た

サ
そ
の
他

（

委
託
が
解
除

に
改
め
る
。

）
」

「

「

第
十
八
号
様
式
の
二
（
表
面
）
中

氏
名

（続
柄

）

を

氏
名

（続
柄
等

）

に
、

」

」

「

「

育
児
休
暇

時
間

分
育
児
休
暇

時
間

分

を

に
改
め
、
同
様
式
備

」

介
護
時
間

時
間

分

」

考
２
中
「戸

籍
抄
本

」
を
「氏

名
請
求
者
と
の
続
柄
等
及
び
生
年
月
日
を
証
明
す
る
書
類

（戸
籍
抄

、
本

医
師
又
は
助
産
師
が
発
行
す
る
出
生

（産

）証
明
書

母
子
健
康
手
帳
の
出
生
届
済
証
明
書

官
、

、
、

公
署
が
発
行
す
る
出
生
届
受
理
証
明
書
等

）
」
に
改
め
る
。

第
十
八
号
様
式
の
十
一
備
考
２
中
「イ

配
偶
者
の
外
国
滞
在
事
由
及
び
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

」

「イ
配
偶
者
の
外
国
滞
在
事
由
及
び
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

を

ウ
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
規
則
第
２
条
第
２
項
の
認
定
を
要
す
る
場
合
は

に
、

同
項
に
規
定
す
る
認
定
を
受
け
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類

（写
し
で
も
可

）

」

改
め
、
同
様
式
備
考
４
中
「請

求
す
る
理
由

」
の
次
に
「

延
長
又
は
再
度
の
延
長
の
別

」
を
加
え
る
。

、

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
第
五
号
様
式
の

四
に
よ
る
育
児
休
暇
願
、
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
育
児
休
業
（
期
間
延
長
）
承
認
請
求
書
、
第
十
七

号
様
式
の
二
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
期
間
延
長
）
承
認
請
求
書
、
第
十
七
号
様
式
の
三
に
よ
る

育
児
休
業
等
計
画
書
、
第
十
八
号
様
式
の
二
に
よ
る
部
分
休
業
承
認
請
求
書
及
び
第
十
八
号
様
式
の

十
一
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
（
期
間
延
長
）
承
認
請
求
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
福
島
県
服
務

規
程
第
五
号
様
式
の
四
に
よ
る
育
児
休
暇
願
、
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
育
児
休
業
（
期
間
延
長
）
承

認
請
求
書
、
第
十
七
号
様
式
の
二
に
よ
る
育
児
短
時
間
勤
務
（
期
間
延
長
）
承
認
請
求
書
、
第
十
七

号
様
式
の
三
に
よ
る
育
児
休
業
等
計
画
書
、
第
十
八
号
様
式
の
二
に
よ
る
部
分
休
業
承
認
請
求
書
及

び
第
十
八
号
様
式
の
十
一
に
よ
る
配
偶
者
同
行
休
業
（
期
間
延
長
）
承
認
請
求
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
職
員
服
務
規
程
に
定
め
る
様
式

に
よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
訓
令
第
六
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
中
「
又
は
保
健
福
祉
事
務
所
」
を
「
、
保
健
福
祉
事
務
所
又
は
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
支

所
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
「
獣
医
師
で
あ
る
も
の
」
の
下
に
「
の
う
ち
、
知
事
が
指
定
す
る
も
の
」

を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二
中
「
保
健
福
祉
事
務
所
」
を
「
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
支
所
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、

「
獣
医
師
で
あ
る
も
の
」
の
下
に
「
の
う
ち
、
知
事
が
指
定
す
る
も
の
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人

事

課
）

福
島
県
訓
令
第
七
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

職
員
に
対
す
る
被
服
の
支
給
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
全
農
業
推
進
部
を
除
く
。
）
又
は
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
勤
務

す
る
技
術
職
員
（
肥
飼
料
検
査
員
を
除
く
。
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
全
農
業

作
業
帽

一

二
年

推
進
部
に
限
る
。
）
に
勤
務
し
、

作
業
服
（
夏
）

一

二
年

緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

作
業
服
（
冬
）

一

二
年

グ
業
務
に
従
事
す
る
職
員

作
業
ぐ
つ

一

二
年

別
表
第
一
い
わ
き
丸
又
は
て
る
し
ま
の
幹
部
船
員
の
項
中
「
又
は
て
る
し
ま
」
を
削
る
。

「
森
林
調
査
用

別
表
第
二
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
の
項
中
「
森
林
調
査
用

ゴ
ム
長
ぐ
つ
」
を

森
林
調
査
用

ゴ
ム
長
ぐ
つ

「
水

に
改
め
、
同
表
保
健
福
祉
事
務
所
の
項
中
「
水
道
施
設
等
監
視
用

防
寒
服
」
を

作
業
ぐ
つ
」

工

道
施
設
等
監
視
用

防

寒

服

に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

事
検
査
用

保

護

帽
」

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

野
犬
等
捕
獲
作
業
用

防

寒

服

「
除
雪
作
業
用

防
寒
ぐ
つ

別
表
第
二
建
設
事
務
所
の
項
中
「
除
雪
作
業
用

防
寒
ぐ
つ
」
を

除
雪
作
業
用

ゴ
ム
手
袋
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
業
務
課
）

福
島
県
訓
令
第
八
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
福
島
県
訓
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
福
島
県
風
評
・
風
化
対
策

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中

の
８

同

総
務
部
知
事
公
室

17

監
印

「
福
島
県
風
評
・
風
化
対
策

の
８

同

総
務
部
知
事
公
室
広
報
課
長

17

監
印

広
報
課
長
」
を

福
島
県
国
際
研
究
産
業
都

の
９

同

企
画
調
整
部
企
画
調
整
総
室
企

17

市
推
進
監
印

に
、
「
福
島
県
現
金
取
扱
員
印

同

福
島
県
現
金
取
扱
員
」
を

24

画
調
整
課
長
」

「
福
島
県
現
金
出
納
員
印

の
２

同

福
島
県
現
金
出
納
員

23

に
改
め
る
。

福
島
県
現
金
取
扱
員
印

同

福
島
県
現
金
取
扱
員
」

24

第
十
条
中
「
風
評
・
風
化
対
策
監
」
の
下
に
「
、
国
際
研
究
産
業
都
市
推
進
監
」
を
加
え
る
。

「

「

県
化
印

県
化
印

県
究
市
印

８

風

８

風

９

研
都
監

監

監

別
表
第
一
中

の

島
・

を

の

島
・

の

島

に
、

策

策

際
業
進

評

評

７

７

７

１

１

１

福
風
対

福
風
対

福
国
産
推

」

」

「

「
を

に
改
め
、
同
表
備
考
５

23

23

23の2

」

」

中
「

」
の
下
に
「
、

の
２
」
を
加
え
る
。

23

23

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
文
書
法
務
課
）

福
島
県
訓
令
第
九
号

本

庁

機

関

出

先

機

関

福
島
県
公
文
例
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
公
文
例
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
島
県
公
文
例
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
福
島
県
訓
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
の
表
備
考
一
中
「
風
評
・
風
化
対
策
監
」
の
下
に
「
、
国
際
研
究
産
業
都
市
推
進

監
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
文
書
法
務
課
）

告

示

福
島
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

出
納
員
を
し
て
当
該
出
納
員
が
会
計
管
理
者
か
ら
委
任
を
受
け
た
事
務
の
一
部
を
出
納
員
以
外
の
会
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計
職
員
に
委
任
さ
せ
る
件
（
昭
和
四
十
四
年
福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

表
中
九
の
項
を
十
の
項
と
し
、
二
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
一
の
項
中

「
福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
島
県
規
則
第
十
七
号
。
以
下
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。
）
」

を
「
財
務
規
則
」
に
改
め
、
「
（
現
金
に
代
え
て
納
付
さ
れ
る
証
券
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
及
び

「
現
金
出
納
員
又
は
」
を
削
り
、
同
項
を
同
表
二
の
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一

福
島
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福

財
務
規
則
第
百
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

島
県
規
則
第
十
七
号
。
以
下
「
財
務
規
則
」

り
当
該
総
室
、
局
、
課
等
の
現
金
出
納
員
を
命

と
い
う
。
）
別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る

ぜ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者

総
室
、
局
、
課
等
の
歳
入
に
係
る
現
金
（
現

金
に
代
え
て
納
付
さ
れ
る
証
券
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
の
収
納
、
保
管
及
び
記
録

管
理
並
び
に
歳
入
歳
出
外
現
金
の
収
納
及

び
指
定
金
融
機
関
等
に
対
す
る
払
込
み
を

行
う
こ
と
。

（
審

査

課
）


